
作成・発行日：令和4年6月9日

エコアクション２１　環境経営レポート

令和3年度

（対象期間：令和3年4月～令和4年3月）

            株式会社コンテック



　　　主な環境負荷等の実績と環境目標の設定について

　　　主な環境経営計画の取組内容について

　　　環境経営目標の達成状況の確認・評価

　　　取組結果の評価及び次年度の取組内容

９．代表者による全体評価と見直しの結果
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７．環境経営計画の取組結果とその評価、

８．環境関連法規等の遵守状況の

　　　　　　　　　　　　　　　　次年度以降の取組内容

　　　　　確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無

１．環境経営方針

２．組織の概要

４．環境経営目標

５．環境経営計画

６．環境経営目標の実績

３．組織の対象範囲

環境活動レポート



ごあいさつ

  株式会社コンテックは、地域環境の保全とその継承の重要性を認識し、
建設業としての事業活動を通して、環境負荷の低減、持続可能な循環型社会の
構築に貢献していきたいと思います。
　次の環境方針に基づき環境マネジメント活動を推進して地球環境の保全に
貢献する企業を目指します。

株式会社コンテック
代表取締役　　澤口誠介

環境理念

行動方針
1 地球温暖化防止のために、二酸化炭素の排出削減に取り組み推進します。
① 電力、燃料の消費に伴う二酸化炭素排出量削減
② 社用車のアイドリングストップに伴う二酸化炭素排出量削減

2 限りある資源を有効活用するため、廃棄物削減と資源の有効利用を推進します。
① 建設副産物について、分別・回収の徹底による発生抑制と資源の有効利用に努めます。
② 事務所等の一般廃棄物については、削減と分別に努めます。

③ 事務用品等のグリーン購入に努めます。

3 水資源の有効活用のために、節水に取り組みます
① 建設現場における適正な水利用に努めます。
② 事務所等における節水に努めます。

4 環境に配慮した商品の採用・ユーザー様への情報提供に努めます。
① 施主に対し環境に配慮した建築物の提案を行います。
② 環境配慮型商品の情報収集を行い、積極的に採用に努めます。
③ 施主に環境配慮型商品の情報提供を行い、採用出来るように努めます。
④

5 地域の環境保全に貢献できるよう、事業活動において積極的に取り組みを行います。
① 建設現場における騒音、振動、粉じん等の低減化に取り組みます。
② 建設現場における適正な排水処理に努めます。
③ 地域での環境保全活動へ積極的に参加します。

6 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

7 環境活動レポートの公表や環境についての情報を公表する事で、地域との
環境コミュ二ケーションに努めます。また、この環境方針は、全従業員に周知します。

制定日：平成２２年　５月２７日
改訂日：平成２４年　５月２８日

代表取締役　 澤口　誠介

１　環境経営方針

　　株式会社コンテックは平成７年の創業以来、建設業を通じて地域社会に貢献して来ました。
当社は今後ますます深刻化する地球環境を守る事が重要であると考え、事業活動において
環境負荷の低減と持続可能な循環型社会の構築を図るため、全社共通理解のもと、
積極的に環境保全活動に取り組みます。

化学物質の削減に努め、シックハウス症候群などの健康障害を起こすような物質の使用を控える。



２　組織の概要
　

１　　名称及び代表者名
株式会社コンテック
代表取締役　澤口誠介

２　　所在地
本社 〒０３９－１１６６　　青森県八戸市根城五丁目３－７

３　　環境管理責任者及び担当者連絡先
環境責任者 代表取締役 澤口誠介 ＴＥＬ：０１７８－４７－８８７６
事務局 中野博允 ＴＥＬ：０１７８－４７－８８７６

４　　事業活動の内容
建築工事－一般建築物（店舗・事務所・医院・工場・倉庫等）の設計・施工
　　　　　　　　住宅の新築・増改築の設計・施工
土木工事－土留・盛土・切土等の造成工事の設計施工
　　　　　　　　諸官庁土木工事の施工

５　　事業規模

平成３０年度 総売上高 ￥２８６，８３８，０００－
令和元年度 総売上高 ￥３２９，８４２，０００－
令和２年度 総売上高 ￥１１２，０００，０００－
令和３年度 総売上高 ￥２２４，４３８，０００－

３　組織の対象範囲

１　登録組織
株式会社コンテックの全ての組織及び事業活動を対象とします。
なお、当社の組織は以下のとおりです。

２　　レポートの対象期間

について報告いたします。

環境管理事務局
中野博允

環境管理責任者
澤口誠介

代表取締役
澤口誠介

項目
従業員

延べ床面積

本社
7名

７９．２㎡

今回の環境活動レポートは、令和3年4月から令和4年3月まで

総務・経理部門 営業部門 工事部門

澤口典子
澤口仁予

代表取締役
澤口誠介

西野修司工務部長
矢沢岩男工事部長

中野博允



４　環境経営目標

１　　主な環境負荷の実績

表1
項　　目 単位

購入電力の使用量 ｋｗｈ

灯油の使用量 Ｌ

ガソリンの使用量 Ｌ

軽油の使用量 Ｌ

二酸化炭素排出量 ㎏－ＣＯ₂

一般廃棄物排出量 ㎏

ｔ

水使用量 ㎥

化学物質の使用量 ㎏

環境配慮型商品販売

※購入電力の二酸化炭素排出係数は東北電力㈱の平成30年度0.521を用いて計算している。

２　　環境目標の設定
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目標値の設定

２　　環境目標の設定
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２　　環境経営目標の設定

当社では、平成30年度を基準年度として中長期及び単年度の環境目標を、それぞれ表２
のとおり設定し、環境活動に取組んでおります。
中長期目標の達成に向け、単年度目標については取り組み項目とその達成度を
こまめに点検し、目標の達成に向けた取り組みを推進していきたいと思います。

表２　環境経営目標
基準年度(平成30年度）比の削減(増加）率（％）

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

kg kg kg kg

kg kg kg kg

m3 m3 m3 m3

万円 万円 万円 万円

25,878 25,619 25,361 25,102

令和2年度 令和3年度

環境配慮製品の販売
30%増加 10%増加 20%増加 30%増加

グリーン購入

396 436 475 515

化学物質の使用
化学物質を適正に管理し、定期的
に確認する。

環境物品の購入を促進する。（紙
類の100％購入等）

－

－

2％削減 3％削減

288 285.1 282 279

34 29 28 28

一般廃棄物排出量

3％削減 1％削減 2％削減 3％削減
総排水量（水資源投入量）

3％削減 1％削減 2％削減 3％削減
二酸化炭素排出量

3％削減 1％削減 2％削減 3％削減
産業廃棄物排出量

77 76

3％削減 1％削減

75 75

中長期目標

令和元年度
項目

単年度目標

Ｈ30年度



２　　環境経営目標の設定

当社では、平成30年度を基準年として環境経営目標を設定し環境活動に取組んできました。

目標の達成に向けた取組みを推進していきたいと思います。

環境経営目標は表２の通りです。

表２－１　　全社　　環境目標設定書（令和元年～令和3年）

中長期の目
標

単位 基準値

削減率（％） H30年度 - - - -

　ｋｗｈ 6,756 6688 6621 6553 6553

削減率（％） H30年度 - - - -

Ｌ 790 782 774 766 766

削減率（％） H30年度 - - - -

㎥ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

削減率（％） H30年度 - - - -

　Ｌ 8,172 8,090 8,009 7,927 7927

削減率（％） H30年度 - - - -

　Ｌ 0 0 0 0 0

削減率（％） H30年度 - - - -

　㎏ＣＯ₂ 24,461 24,216 23,972 23,727 23727

削減率（％） H30年度 - - - -

　㎏ 288 285 282 279 279

工事部 削減率（％） H30年度 - - - -

工務部長　西野修司 ｔ 77 76 75 75 75

工事部 再資源化率 H30年度

工務部長　西野修司 （％） 97.56 65 70 75 75

削減率（％） H30年度 - - - -

　㎥ 29 29 28 28 28

営業部門　澤口誠介 削減率（％） H30年度

　㎏ 0

増加率（％） H30年度

環境配慮製品購
入数/全購入品目
数

-

増加率（％） H30年度 100 110 120 120

100 396 792 832 871 871

増加率（％） H30年度 - - - -

件数 2 2 2 3 3

コア指標 環境方針 環境目標項目 責任部門　　　責任者

削減率又は増加率
（％） 基準年度

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

R1年度 R2年度 R3年度
令和元年度

～3年度

ＬＰＧの削減

灯油の削減 総務部門　澤口典子

化学物質の管理推進化学物質

最終処分量の削減

建設副産物の再資源化
の推進

総排水量 節水 総務部門　澤口典子節水

地域貢献 地域貢献活動の推進 清掃活動等 営業部門　澤口誠介

自らが施工・販売・提供
する製品及びサービス

に関する項目

環境配慮型商品の販売
推進

グリーン購入 グリーン購入の推進
再生資材、事務用品等環境
配慮製品の使用推進

営業部門　澤口誠介

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

左に同じ

軽油の削減

ごみの削減 総務部門　澤口典子

再資源化率の増加

二酸化炭素排出量

省エネルギ―の推進

電力の削減 総務部門　澤口典子

廃棄物排出量

一般廃棄物の削減

総務部門　澤口典子

二酸化炭素排出量の削減

ガソリンの削減 総務部門　澤口典子

総務部門　澤口典子

二酸化炭素排出量の削減 営業部門　澤口誠介

環境保全に配慮した事
業活動

営業部門　澤口誠介

行動目標
・物品購入に際し、極力、環境配慮製品の購入に
努める。

左に同じ



表２－２　　本社　　環境目標設定書（令和元年～令和3年）

中長期の目
標

単位 基準値

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

　ｋｗｈ 3,372 3338 3305 3271 3271

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

Ｌ 718 711 704 696 696

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

㎥ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

　Ｌ 8,172 8,090 8,009 7,927 7927

削減率（％） H30年度

　Ｌ 0 0 0 0 0

削減率（％） H30年度 － － － －

　㎏ＣＯ₂ 22,519 22,293 22,068 21,843 21843

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

　㎏ 288 285 282 279 279

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　ｔ 0

工事部 再資源化率 H30年度

工務部長　西野修司 （％） -

削減率（％） H30年度 1 2 3 3

　㎥ 29 29 28 28 28

営業部門　澤口誠介 削減率（％） H30年度

　㎏ 0

増加率（％） H30年度

環境配慮製品購
入数/全購入品目
数

-

増加率（％） H30年度 10 20 30 30

万円 396 436 475 515 515

増加率（％） H30年度 10 20 30 30

件数 2 2 2 3 3

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

R1年度 R2年度 R3年度
令和元年度

～3年度

二酸化炭素排出量

省エネルギ―の推進

電力の削減

コア指標 環境方針 環境目標項目 責任部門　　　責任者

削減率又は増加率
（％） 基準年度

軽油の削減 総務部門　澤口典子

ガソリンの削減

二酸化炭素排出量の削
減

営業部門　澤口誠介

総務部門　澤口典子

灯油の削減 総務部門　澤口典子

総務部門　澤口典子

化学物質の管理推進 左に同じ

最終処分量の削減

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

総排水量 節水 総務部門　澤口典子

自らが施工・販売・提供
する製品及びサービス

に関する項目

環境配慮型商品の販売
推進

グリーン購入 グリーン購入の推進

化学物質

ＬＰＧの削減 総務部門　澤口典子

地域貢献 地域貢献活動の推進 清掃活動等 営業部門　澤口誠介

ごみの削減 総務部門　澤口典子

節水

建設副産物の再資源化
の推進

二酸化炭素排出量の削
減

再資源化率の増加

廃棄物排出量

一般廃棄物の削減

環境保全に配慮した事
業活動

営業部門　澤口誠介

再生資材、事務用品等環境
配慮製品の使用推進

営業部門　澤口誠介
行動目標
・物品購入に際し、極力、環境配慮製品の購入に
努める。

左に同じ



表２－３　　建設現場　　環境目標設定書（令和元年～令和3年）

中長期の目
標

単位 基準値

工事部 削減率（％） H30年度 1 2 3 5

工務部長　西野修司 　ｋｗｈ 3,384 3350 3316 3282 3282

工事部 削減率（％） H30年度 1 2 3 3

工務部長　西野修司 Ｌ 72 71 71 70 70

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 ㎥ 0 0 0 0 0

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　Ｌ 0 0 0 0 0

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　Ｌ 0 0 0 0 0

工事部 削減率（％） H30年度 － － － －

工務部長　西野修司 　㎏ＣＯ₂ 1,942 1,923 1,904 1,884 1884

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　㎏ 0

工事部 削減率（％） H27年度 1 2 3 3

工務部長　西野修司 　ｔ 77.0 76 75 75 75

工事部 再資源化率 H30年度 1 2 3 3

工務部長　西野修司 （％） 97.56 65 70 75 75

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　㎥

工事部 削減率（％） H30年度

工務部長　西野修司 　㎏ 0

増加率（％） H30年度

環境配慮製品購
入数/全購入品目
数

-

増加率（％） H30年度

- -

増加率（％） H30年度 10 20 30 30

件数 3 3 4 4 4

灯油の削減

年度毎目標値
（基準年度に対する削減(増加)率）

コア指標 環境方針 環境目標項目 責任部門　　　責任者

削減率又は増加率
（％） 基準年度

令和元年度
～3年度

R1年度 R2年度 R3年度

軽油の削減

省エネルギ―の推進

電力の削減

二酸化炭素排出量の削減二酸化炭素排出量の削減

二酸化炭素排出量

ガソリンの削減

左に同じ

営業部門　澤口誠介
行動目標
・物品購入に際し、極力、環境配慮製品の購入に
努める。

左に同じ

最終処分量の削減

化学物質 化学物質の管理推進

総排水量 節水

地域貢献 地域貢献活動の推進 清掃活動等

行動目標
・化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

左に同じ

営業部門　澤口誠介
行動目標
・再生資材等の環境配慮製品の情報収集や環境
に配慮した施工・工法の推進に努める。

ＬＰＧの削減

営業部門　澤口誠介

ごみの削減

節水

一般廃棄物の削減

建設副産物の再資源化
の推進

再資源化率の増加

廃棄物排出量

環境保全に配慮した事
業活動

環境配慮型商品の販売
推進

自らが施工・販売・提供
する製品及びサービス

に関する項目

グリーン購入 グリーン購入の推進
再生資材、事務用品等環境
配慮製品の使用推進



５　環境経営計画

当社では、環境経営方針に基づき二酸化炭素、廃棄物、水使用量を削減し、環境経営目標を達成するため、
従業員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル及び節水等に取組んでおります。
取組の実施状況の実績は、表３のとおりです。
また、評価は７－表５のとおりです。

照明

冷暖房 ①冷暖房の温度（冷房28℃、暖房20℃）を順守する。

②使用していない部屋は、空調を停止している。

③午後4時以降の空調機器の停止。

節電

②休日・夜間は主電源を切る。

車輌その他 ①車両のアイドリングストップを実践する。

②タイヤの空気圧は、適正値を保つよう定期的に調整する。

③適正な定期点検の実施。

一般廃棄物 【紙の使用量を抑制する】

①使用済みの用紙の裏面を利用する。

③使用済の封筒を再利用する。

【廃棄物の発生を抑える】

①紙コップなど使い捨て製品の使用や購入を抑える。

②リサイクル品の徹底（ボトルキャップなど）

③廃棄物の分別状況（ゴミ箱の中に紙などを混入させない）

【オフィス等におけるリサイクルの促進】

①分別回収の徹底

②リサイクル品の収集

③古紙回収業者への依頼

産業廃棄物

②現場に応じゴミ置き場の工夫をする。（分別スペース）

④適正な期間ごとに運搬・処分を行う

用水・排水 ①水を出しっぱなしで使わない

②トイレ用水の節約に努める。

③節水型トイレの導入。（長期目標）

④現場における節水の呼び掛け。意識向上。

施設・設備 ①粉じん防止のため、現場入り口にマット・鉄板敷きを行う。

②騒音、振動等を発生させないよう仮囲い等に配慮する。

③建設現場の整理・整頓。

④現場における定期的な訓練・講習の実施。

グリーン購入 ①備品のグリーン購入に努める。（紙類の100％購入等）

①環境配慮型商品のﾘｽﾄｱｯﾌﾟ。

②建設現場での環境配慮型商品の採用促進。

③施主への環境配慮型商品の採用働きかけ。

①土砂が飛散しないよう風向きを考慮する等環境日配慮して施工ヲ行っている

②ダンプのタイヤの泥除去のため場内は、砕石等を敷設している

③土砂の飛散防止に努める

①化学物質を適正に管理し、定期的に確認する。

②建設現場等で使用する有害性の化学物質は、流出防止対策を徹底する

表３　　主な環境経営計画の内容
取組内容項目

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
抑
制

①昼休みなど、部屋を使用していない時は、照明消灯を確実に実行する

②照明器具については、定期的な清掃、交換を行う等、適正に管理している。

③照明器具等の省エネルギー型への切替に取組んでいる。（中長期目標）

①残業の時は、必要な個所のみ点灯し、業務に必要のない箇所は消灯する。

③パソコン等ＯＡ機器等の省エネルギー型への切替に取組んでいる。

（中長期目標）

化学物質の使用

③保管の状態（飛散、漏洩、悪臭、印象）に問題がないよう適正な管理を行う。

廃
棄
物
の
排
出
抑
制

節
水
・
排
水

そ
の
他
の
取

組

⑤廃棄物の委託先の中間処理場などを定期的に、チェックする。

②裏面利用の促進と、古紙回収業者への依頼で、廃棄ゼロを目指す。

①廃プラスチック、金属くず、ガラスくずなどは所定の置場に分別保管する。

製品・
サービ
スに関
する取
組

環境配慮型
商品販売

環境配慮型
施工



６　環境経営目標の設定

当社では、環境経営目標の達成状況の確認・評価を行いました。
表4は、事務所と建設現場を合計した全社の令和3年度（R3年4月～R4年3月）の実績
についての評価結果を報告いたします。

表４　　当該年度の環境経営目標の達成状況等

１、電力の二酸化炭素

３、灯油の二酸化炭素

４、二酸化炭素合計

６、一般廃棄物

７、総排水量(節水）

※電力は東北電力の二酸化炭素排出係数　0.521を用いて計算している。

２、ガソリンの二酸化炭素

５、産業廃棄物（最終処分量）

未達成L/年 790 3％削減 766 1,677

達成

未達成

ｔ／年 77 3％削減 75

㎏－ＣＯ₂／年 25,878

項目 単位
基準年 当該年度

環境目標の
達成状況実績値

目標削減(増
加)率(％） 目標値 実績値

達成

L/年 8,172 3％削減 7,691 7,525

kwh/年 6,756 3％削減 6,553 5,030

kg／年 288 3％削減 256 30

3％削減 24,555 24,882

226.99

達成1,141

未達成

達成

達成

８、環境配慮製品・商品の製造・販売 万円／年 396 30％増加 515

㎥／年 34.0 3％削減 28.0 26.0



７　環境経営計画の取組みについての評価、次年度以降の取組内容

１．取組結果の評価

○：評価できる、△：まずまず評価できる、×：評価できない

２．次年度の取組内容

（１）二酸化炭素排出量の削減
・エコドライブの励行。
・適切なルート設定で、運転時間・走行距離の短縮化。

（２）廃棄物の排出削減
・引き続き分別回収を徹底する。
・ペーパーレスの推進。

（３）節水（排水対策）
・協力会社にも節水の励行。

（４）製品・サービスに関する取組
・リストアップをし、採用促進に努める。

（５）化学物質の管理
・適正な維持・管理に努める。

（６）グリーン購入
・環境物品の購入を促進する。（紙類の100％購入等）

一般廃棄
物

産業廃棄
物

化学物質の管理

グリーン購入

節水・排水 用水・排水

化学物質

製品・サービスに関する取組
（環境配慮型製品の販売）

○ 環境物品の購入を促進する。（紙類の100％購入等）

適正な維持・管理に努めた。○

表５　　主な環境経営計画の取組みについての評価

○

〇

〇

〇

照明の1台毎の消灯は実行されている。
LED照明の導入（長期目標）

照明

冷暖房

節電

車輌その
他

取組み結果とその評価 備考項目

冷房運転は設定を27℃にて運転した。
暖房機の温度設定20℃
午後5時以降の運転停止はほぼ実行されている。

PC・プリンターの自動電源オフ設定。

実施状況
の評価

二酸化炭素排出量の抑
制

現場に出る際、なるべく乗合いで行くようにして、ガソリンの使
用量を
抑えることができた。

○

設備機器関連は、扱い商品のほとんどが環境配慮型商品と
なっており、採用の為の営業が必要ないものが多くなってきまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今後はその先とし
て、省エネ構造の採用などを提案していきたいと思います。

〇

〇

裏面使用の紙置き場を設置し利用を徹底した。また、古紙回収
業者へ依頼し、廃棄ゼロにすることが出来た。
ボトルキャップも分別し回収をしている企業に依頼している。

廃棄物の排出抑制

○

現場毎に排出品目を確認し、分別置場の設置がされている。
その後の処分においても適正に管理されている。

引続き、事務所現場でも、節水を呼び掛ける。
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　　当社が法的義務を受ける建設リサイクル法など、環境関連法規について遵守状況をチェック

したところ違反はありませんでした。

　　また、過去3年間、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、

問題は有りませんでした。

9 代表者による全体評価と見直しの結果

　　 令和３年４月～令和４年３月までの１年間の活動内容を確認いたしました。

灯油の使用量及び、産業廃棄物の排出量が目標未達成となりました。

受注工事量や工事の内容によって環境に対する負荷が左右されますが

環境目標に設定している項目は勿論ですが、社員それぞれに意識させるように

今後も指導を行っていく。

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無


